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　低投入持続型栽培を考え る上で ダイ ズ の 安定多収 を達成 す る に は，根粒 に よ る窒素固定 の 向上 と と も

に 有機物施用に よ る土壌窒素 の 持続的 な供給が 地力増進 上，不可欠で あ る．そ こ で 本 研究 で は ， C／ N
比 の 異 な る有機物材料 （C／ N比 の 低 い ナ タ ネ油 か す とC／ N比 の 高 い小麦稈） を埴壌 土と砂壌 土 に 施用

し た 場合の 土 壌窒素の 発現 とダイ ズ根粒 の 活性 お よ び収量 と の 関係に っ い て 検 討 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 材 料 と 方 法

有機物施用土壌 を 25℃ の 暗室内で土壌水分を最大容水量 の 60％ に維 持 し，施用後 0 ， 2 ， 4
， 8 ， 12週

目に 土壌 の 無機態窒素量 （NH 、
−N とNO ，

−N ） の 測定 を デ バ ル ダ合金水蒸気 蒸留 法 に よ っ て 行 っ た ． ダ

イ ズ （ア キ シ ロ メ ） を 1 ／ 5000aポ ッ トに 1 株仕立て と して 栽培 し， 播種後 49日目 （開花 期） に は窒素

固定能 （ア セ チ レ ン 還元法） と根粒着生 （根粒重 と根粒数） に つ い て 測定 し，播種 後 49 日 目と82 日 目

（子実肥 大期） に は 乾物重 と植物体窒素含量 （ケ ル ダール 法） を測定 し た．収穫後に 収量調査 を行 っ た．

供試土壌 と材料 の 化学性及 び実験区 の 設定に つ い て はそ れ ぞれ 表 1 ， 2 に示 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 果 と 考 察

　無機態窒素量 の ほ と ん ど は硝酸態窒素 で あ っ た の で ， こ こ で は硝酸態窒素の み を用 い た．

　埴壌土で は ， ナ タ ネ油か す の み の 施用 は ナ タネ油 かす と小麦稈 の 併用施用 よ り もむ しろ，収量増加 に

有効で あ り，化学肥 料 （ダ イ ズ化成肥料） と同程度 ま で 増収 した （表 5 ）． こ れ は 上壌 中で 速 や か に 土

壌窒素 が無機化 し根粒重 と根粒数 は減少 した が 、植物体 の 初期生育 の 増大に よ っ て 根粒当た り窒素固定

能 を増大 させ た た め と考え られ た （表 3 ， 6 ， 図 1 ， 2 ， 4 ， 5 ）．

　他方 、 肥沃度 の 劣 る砂壌土 で は、ナ タネ油 かす と小麦稈 の 併用施用 は 、化学肥料 と同程度に 増収 し、

開花期前 の 化学肥料 半量追肥 に よ っ て 化学肥料単用以上 に 収量 を増加 さ せ た （表 5 ）． こ れ は 有機物施

用直後 に 土 壌窒素が 有機化 した が 、開花期 の 根粒重 と窒素固定能 が化学肥 料区よ りも増加傾向に あ っ た

点が ヒげ ら れ る （図 L 　4 ，表 3），さ らに 土壌窒素が有機化 され た後 に土壌窒素が 持続的に 無機化 し、

生育後期以 降 も窒素供給が行われ た こ と に よ っ て 窒素集積 が増加 し、 そ の 後追肥 に よ る生育中後期 の 窒
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素供給量 の 増加 か ら子実肥大期の 乾物重 と窒素集積量が 増加 した た め と考え ら れ た （図 1 ， 3，表 4 ，

6）．

　以上 よ り 、 化学肥料 の 使用 を抑え た 有機物施用 に よ っ て 継続的な土壌窒素供給 と同時に根粒活性を 活

用 した持続型栽培の可能性が 期待で き るとい え る．
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　図 2　播種後49日目の ダ イ ズ 植物体 の 全 乾物 重
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ッ ト間 に は 5 ％水準 で 有意差 あ り 。
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　図 3　播種後82日 目の ダ イ ズ植物体の 全乾物璽

異な る ア ル フ ァ ベ
ッ ト間 に は 5 ％ 水準 で 有意差あ り。
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　図 4　播 種 後 49日 目の 植物体当 た り窒素固定能

異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト間 に は 5 ％ 水準 で 有意差あ り。
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図 5　播種後49日目の 根粒乾物重当た り窒素固 定能

異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト間に は 5 ％水準 で 有意差 あ り。
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表 1　 土 壌の 化学性 表 2　実験 区 の 設定

土壌 pH　 鬨（S）　 C （粉　C／N比 CEC
処理 区

施 用 量 （kg／10a）

全 量 　 窒素　 炭素　C／N比

埴壌土

砂壌土

6．2　　 0．5

6．2　 　 0．19

．10

．5

1911 7031 無処 理 区

化 学肥 料区

ナ タネ 区

麦区

ナ タネ ＋ 麦 区

ナ タ ネ追肥 区

ナ タ ネ 十 麦追肥 区

COFRwRWR

＋CF

嚇

　 060100500600130630

3．05
．81
．9

（7．7）
6，3

（9．2）

　 42　　　 7

　 198　　 104

（241）　　　
−

　 42　　　
−

（241）　　　
一

注 ：（ ）は 推測値 を示 す

表 3　播 種 後49日 目の 根粒形成 （根粒 乾物重 と根粒数 ）

　根粒乾物 1 （　 ）

埴壊 土　　砂 　土 埴

根粒数（／株）

土　 　 砂

18716308678888 2．8c3
．68b3
．1bc3
．6ab3
．9a3
．3ab3
．5ab

241b161c169c243ab224b204b270e

　 土

1762081gs199194215213

表 4　 植物体地上部 の 窒素含有 （g ）

GGFRWRWR

＋ CFRW
＋ CF

異なるア ル ファ ベ ッ ト間 に は 596水 準 で 有意 差 あ り。

一 一
m a

CCFR

騨

R胃

R＋CFR
騨＋CF

0．630

．630
．620
．　600

．640
．660

．67

0．2500
．37 自

0．29bcO

．30bO
．33abO

．37aO
，38a

2．32
．42

，42
．32
．22
．42

，3

0，8e1
．2bc1

．Odo
．9d1

．1c1
．2ab1
．3a

具なるア ル ファ ベ ッ ト闇 に は 596水準で 有意差あり。

表 5　 収量 と収量構成要素

「摸 】「で 戴 璽f衡 陬 祗 r
− 一

一 磧
一

菖 ／棟　　　 ／ 株　　　／株　　 ／株 9 ／ 株 ／ 株 　 　　 ／ 株　　 ／ 株

CCFR

冨

困

R＋CFR

騨＋ CF

38b45a41a38b40ab44a42a1121291171111101221151．41

．61

．51

，61

．61

．61

．5

43435462222222 14C19b17c16c19b22a24a42d 　　 1．7

53b 　　 1，7

48bcd 　1．6

44cd 　 1．7

52bc 　 1．6

65a 　 　 1，6

65a 　 　 1．7

02324232222222

異なるア ル フ ァベ ッ ト間には 596 水準で 有意差あり。

表 6　収量 と測定 項 目 と の 相関関係

一 一

　　　 重 （　　 49 日）

全乾物重 （播種後82日）

窒素固定能 （／ 株）

窒素固定能 （／ 根粒乾物重）

根粒乾物重

根粒数

窒素含量 （播種後49 日）

窒素含量 （播種後 82日）

NO3−−N　（施用 後 12週）

0，42200

．29570
，38080

．5716 ＊串

一〇．5388 ＊

−0．5564 ＊串

0．13320

．39120

．7351 串＊

0．39060

，7167 ＊＊

0．1313
−0，07300

．30250

−4638
串

0．8077 紳

0．8405 ＊＊

0．4352 ＊

異なるア ル フ ァ ベ ッ ト間に は 596水準で有意差あり。
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